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研究成果の概要（和文）：宗教規範あるいは行動指針としてのハラールが、政府・産業の次元において公的に言及され
、基準の規格化と認証システムの導入など「上からの制度化」が進む一方で、日常の生活実践の次元では多様なハラー
ル認識がある。人びとは自らの判断基準や社会関係によって選択していること、サービス提供者の誠実さが重要である
こと、宗教規範の再解釈によってムスリムと非ムスリムが協働する活動分野が再発見・再創出されていること等が明ら
かになった。

研究成果の概要（英文）：This research project explores the current state of halal industry and 
consumption in Asia, focusing on the process of introducing modern halal industry, and the discourses and 
practices of halal food consumption. Based on the ethnographic research, the project argues the 
relationship between religious norms/commercial values and local cultures/Islamic values in China, 
Taiwan, Malaysia and Japan. Each case suggests that top-down management of halal matters at 
governments/industry level develop industrial standards and certification systems, which are not 
necessarily correspond personal choice in peoples’ everyday life. In terms of access to and the culinary 
image of halal food in everyday life, it was found that Muslims prioritize service providers’ honesty 
and responsibility, while non-Muslims consume halal food as an alternative to local cuisine or as an 
economic tool.
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１．研究開始当初の背景 
 申請者は、これまで、中国の東南沿海地域
のムスリムの食事行動とコミュニケーショ
ンについて調査研究を行ってきた。その結果、
ムスリムがマイノリティである地域におい
て、所与の環境の中で、いかに「正しい」、「清
真」な食べ物を獲得するか、人びとは工夫し、
時に妥協をし、やりくりをしながら、多様で
しなやかな食実践が行われていた。一方、グ
ローバルな人・モノ・情報の移動と宗教市場
の拡大のなか、イスラーム法（シャリーア）
で「許された」を意味する行動指針である「ハ
ラール」（アラビア語を語源とする）を付加
価値とした商品・サービスを扱うハラール産
業が世界各地でみられ、さらにその品質管理
のための法整備、認証制度の導入など、さま
ざまなレベルで取り組まれている。例えば、
ハラール認証制度は、きわめて現代的な事象
であり、産業規格、現代科学技術等とイスラ
ーム的価値感とを融合させ、かつそうした知
識が国境を越えてやりとりされている。ハラ
ールという指針は、言行などムスリムの日常
生活の根幹にかかわるものであり、ハラール
産業で整備される「ハラール」や言説は、人
びとの生活実践のなかのハラールとは異な
る様相を呈しているように思われた。 
 
２．研究の目的 
以上を踏まえ、本研究では、アジアにおける
現代ハラール産業の展開と実態、と同時に個
人個人のハラール認識と実践を記録し、地域
間比較することで、こうした現代ハラール産
業の展開の全体像の一角を描くこと、宗教的
規範の再検討を人びとがいかに受容、もしく
は受容しないか、生活を変容させているか
（しないか）を検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 上記の目的のため、主に、ハラール食品お
よび料理と食実践に焦点をあて、ムスリムと
非ムスリムを対象に参与観察とインタビュ
ーを行い、ハラール産業の展開の固有性と共
通性、その連関を視野に、中国・台湾・マレ
ーシア・日本について、以下の観点から事例
の対照を行った。 
 ハラール関連の産業見本市と国際会議
における最新動向、各国におけるハラー
ル産業の位置づけ 

 認証および産業関係者への聞き取り、国
際的なハラール関連機関の連携とそれ
に携わるアクターの整理 

 清真の定義と清真をめぐる出来事の通
時的変遷 

 ハラールメニューを提供する料理店の
マッピング 

 生活者の食選択とハラール意識 
 
４．研究成果 
 主な成果は、以下の通りである。 
 

（１）現代の中国語圏において、ハラール産
業は「清真産業」と表現されており、ハラー
ル食品については「清真食品」と言及されて
いる。中国においては、従来、イスラーム系
の少数民族の慣習として民族政策の中で主
に食肉を中心に対応がなされてきたが、近年、
経済政策において、海外のハラール認証規格
との擦り合わせや、文化資本としての清真の
「再発見」が行われている。こうした「上か
らの制度化」において清真とハラールの意味
付けの重点のゆらぎがあることが明らかに
なった。一方で、必ずしも人々の食実践や語
りの中で清真＝（イコール）ハラールとは限
らない。 
（２）こうした政府・産業レベルで進む「上
からの制度化」と、人びとが構築する日常の
生活実践の相互作用として現代ハラール産
業を捉えることができる。両者のズレは、日
本・台湾・マレーシアにおいても見られる。
政府・産業レベルの「規格」、「認証」、「マー
ケット」に対し、ハラールをめぐる事象につ
いての人びとの語りでは「生活様式」、「世界
観」、「誠実さ」といったことばが浮かびあが
る。 
（３）エスニックビジネスとしてのハラール
産業の担い手と消費者が主にムスリムの共
同体であったのに対し、現代ハラール産業に
おいては、国・地域・民族・宗教、また政府・
地方行政・第 3セクター・私企業、生産者か
ら各種産業、消費者、マスメディアと関わる
アクターは多様化している。 
（４）中国・台湾・日本のハラール産業にお
いて、政府・産業レベルの制度化、規格化、
旅行者対応等の各方面において、その程度の
差はあれ、マレーシアにおけるハラールの制
度化がひとつのモデルとして参照されると
ともに、国内の事情に根ざした再解釈と工夫
がみられる。例えば、台湾では、外国人観光
客誘致をめぐる取組において、モデルとして、
ターゲット市場としてマレーシアを焦点化
している。移民やムスリムコミュニテイのレ
ストランに加え、主に、観光スポットや宿泊
施設付設のレストランなどが各県に1つ以上
あるようになった。類似の状況は日本でもみ
られるが、台湾の事例で特徴的なのは経営主
体による認証区分を明確化、それをロゴマー
クで可視化（「ハラール」と「サラーム」（平
和、挨拶のことば））、申請プロセスや満たす
べき要件の情報公開の点が挙げられる。 
（５）ムスリムと非ムスリムの協働がみられ
る一方で、生活者の視点からは「選択肢が拡
がる」、「イスラームを知るよいきっかけにな
りうる」という声とともに「過度な対応はい
らない」、「ハラール」という用語使用の是非
を問うなどの声があがっている。こうした多
声性、生活者の経験知がいかに活かされてい
くのか。「上からの制度化」と人びとの生活
世界の交差したところで、現代的ハラールが
新たに意味付けられていっている。 
 



 現代ハラール産業は現在進行形で展開し
ており、政治経済、社会文化、多様な価値観
の交渉を内包するきわめて動態的な現象で
ある。基準とはなにか、現代ハラール産業の
当事者は一体誰なのか、人びとはどのように
制度化について捉えているのか。また、提供
される料理やサービスのあり方そのものも
またローカルな文化とイスラーム的価値観
との交渉過程が具現化したものとして着目
していきたい。アウトリーチ活動を通して、
マスメディアや私自身も含めた研究者の役
割や関与の在り方もまた検討する必要性が
明らかになった。今後の課題としたい。 
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